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《研究室紹介》
生体機構学研究室（Laboratory　of　Functional　Anatomy）
針　谷　敏　夫
　生体機構学はからだの構造とその機能との関係を理解することを目的とし，従来の解剖学の延
長線上にあるが，近年の科学の発展，研究技術の進歩と共に生体内の細部の構造が解明されるに
つれ，細胞学や分子生物学の分野とより密接な関係をもってきている。生体の構造は1個の受
精卵から細胞分裂を繰り返し，発生初期より特定の臓器・器官に分化することが決められてい
る。この生体の構造や生命の維持にかかわる情報はすべて受精時に両親から伝えられた遺伝子の
なかに含まれている。ところが細胞分裂時に情報はコピーされてそれぞれ伝えられ，すべての細
胞が同じ遺伝子を持っているにもかかわらず，細胞によりその情報の使い方が異なってくるた
め，つまり個々の細胞において各遺伝子のスイッチのオン・オフが異なるため発現に違いがおこ
るわけであるが，その機構はほとんど明らかになっていない。からだのなかの遺伝子すべてにそ
の発現をコントロールする機構が存在すると考えられ，すべての細胞や組織においてそれぞれが
調和して機能することにより生命が正しく維持されている。当研究室においてはこのような遺伝
子の発現機構なかで，特にホルモンや成長因子遺伝子の発現調節に焦点をしぼり以下のような研
究をおこなっている。
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　1．下垂体ホルモンであるプロラクチンの遺伝子発現調節
　下垂体から分泌されるプロラクチンは乳腺における泌乳刺激作用をもち泌乳期の乳汁分泌には
欠かせないホルモンであるが，妊娠期においても乳腺増殖作用を持っていると考えられている。
また乳腺腫瘍の増殖に関与することも示唆されている。一方，近年ヒトやラットなどで乳腺中や
乳汁中にプロラクチンが存在するという報告がなされているが，その由来（起源），つまり，プ
ロラクチンが血液中から乳腺を経由して分泌されるのか，乳腺自身で産生しているのかについて
は不明である。最近，脳，リンパ腺，胸腺等下垂体以外の組織において，プロラクチンの
mRNAが検出され，下垂体以外でもプロラクチンが産生されることが示唆されている。
　我々も，乳腺においてプロラクチン遺伝子発現の有無を検討するため，乳腺中のプロラクチン
mRNAをRT－PCR法により測定したところ，明らかにプロラクチンの発現が観察された。同
様に他の組織，例えぽ卵巣や子宮，腎臓，肝臓，膵臓等においても同様にプロラクチソの発現検
索を試みたところ，膵臓において発現の可能性が高いことが示唆されている。現在このmRNA
が本来のものと同じかどうか検討中である。さらにこの遺伝子発現の調節因子の特定を試みてい
る。
　2．プロラクチンレセプター遺伝子の発現調節
　ホルモンが作用する場合，当然ホルモンが分泌されなけれぽならないが，その標的となる組織
・器官においてホルモンを受け入れる受容体（レセプター）がなけれぽならない。そのため，ホ
ルモンの効果はその分泌量にもよるがレセプターの増減にも左右される。プロラクチン作用も当
然そのレセプターの動向に影響されるものであり，レセプター遺伝子の発現量が作用機構の重要
な調節因子となる。現在乳腺や肝臓などのプロラクチンレセプター遺伝子の発現調節因子を検索
中である。
　3．胎盤性ラクトゲン遺伝子の発現調節
　ほ乳類動物では妊娠中に子宮内で母体と胎児を結ぶ器官として胎盤が形成されるが，この胎盤
からプロラクチンと非常によくにたホルモンである胎盤性ラクトゲンが分泌される。このホルモ
ンはプロラクチンとよく似た遺伝子であるため同様の発現調節をうけると考えられたが，下垂体
では発現しない。また最近ではさらにいくつか異なった胎盤性ラクトゲンも発見され，その機能
も全く不明である。これらの物質の発現調節をプロラクチンと同様に検討している。
　本研究室は1，990年に開設されて以来まだ5年を経過したにすぎない新しい研究室であり，設
備なども不十分であるが，上記のような研究課題を免疫組織化学やln　situ　hybridizationなどの
形態学的手法とPCRやSouthern　hybridizationなどの遺伝子工学的手法を用いてその技術の習
得も含めて研究を進めている。また学内では実験動物学研究室と共同研究を行っているが，学外
においても東京大学農学部，順天堂大学医学部，北里大学医学部などと協力している。
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